























































































et al.、 2014；Brown Carlton G.、 et al.、 2012；Rudolf 
VM.、 et al.、 1988）あり、これらのうち、看護介入を
行った論文は２件であった（Brown Carlton G.、 et al.、 
2012；Rudolf VM.、 et al.、 1988）。精巣腫瘍患者が精
巣腫瘍と診断される前の認識、受診行動について調査
をした論文は２件であった（Sanden I.、 et al.、 2000；
Bonnar I.、 et al.、 1991）。看護師を対象とし、精巣腫瘍
の知識、精巣自己触診の指導実践、役割を評価した論文
は５件であった（Rochester M.、 et al.、 2008；Gleason 

















５件（辻玲美ら、2013；Fleer J.、 et al.、 2006；黒井ら、
2010；大滝ら、2006；中山ら、1989）、社会的苦悩は６
件（辻玲美ら、2013；大滝ら、2006；山本、2001；吉田









F.、 et al.、 2013；大滝ら、2006；Fleer J.、 et al.、 2006；
MacBride SK.、 et al.、 1999；Bonnar I.、 et al.、 1991；


























































































ことができなかった者もいる（Sanden I.、 et al.、 2000；
Bonnar I.、 et al.、 1991）。このように、精巣腫瘍の初期
症状は無痛性の陰嚢腫大であり、受診の遅れにつながる。
疼痛が出現しても間歇的である場合は受診の遅れにつ


















































（MacBride SK.、 et al.、 1999；Bonnar I.、 et al.、 1991；
Ostchega Y.、 et al.、 1988）報告がある。精巣腫瘍に罹
患したことによるストレス症状は高いが（Fleer J.、 et 
al.、 2006；MacBride SK.、 et al.、 1999）、退院後の経過
フォローのためのクリニックを受診することや同じ精巣
腫瘍治療の患者と話すことで、不安は減り、情報を交
換するよい機会だったとする報告もある（Martin F.、 et 
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